
部分放電測定器 MS Pico

絶縁破壊の早期発見を実現！

・活線状態の電力ケーブルに発生する部分放電を測定するための装置です。

・絶縁破壊の初期症状にあたる部分放電を捉えることで、問題の早期検知が可能です。

・測定対象は、1kV～500kVの電力ケーブルで、CVケーブルやOFケーブルの種類を問わず測定可能です。

ケーブル以外に電源キャビネット、スイッチギア、変圧器、電動機の測定も可能です。

・測定した信号にウェーブレット変換を適用し、成分を統計的に分析することで、ノイズに埋もれる小さな部分放電

パルス信号も特許技術により抽出できます。

・ソフトウェアに実装されている3Dクラスタリング機能を用いた位相解析により、部分放電の発生要因 (画像

パターンからコロナ放電、内部部分放電、沿面放電)を推測できます。

概 要
MS Pico本体

概 要

内部部分放電の画像パターン

コロナ放電の画像パターン

部分放電測定器のソフトウェア画面例(測定時)

緑色：ノイズ信号
赤色：部分放電信号

ノイズ信号(緑色)に
埋もれた部分放電信号
(赤色)を抽出可能

【短時間スポット測定用】
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概 要
測定方法概要

ケーブル内部で部分放電(PD)が発生すると、シースを通じてアース線へ微弱な電流(PD
パルス信号）が流れます。アース線へ流れるPDパルス信号をHFCTセンサで捉え、部分
放電測定器で信号処理をします。

概 要
測定時の基本構成測定時の接続イメージ

・HFCTセンサ
電力ケーブルの部分放電測定を実施する場合は、HFCTをシースアースにクランプします。HFCTセンサに接続する同軸ケーブルの
最大長は、15mです。変圧器などの測定を実施する場合は、機器のアース線にクランプします。

・電圧基準トランス
MS Pico本体のVRポートを介して、正弦波信号を供給し、基準波形として、 使用します。
AC電源が取得できない場合は、付属のロゴスキーセンサを使って(シースアースにクランプして)、基準波形を取得します。

・PC
部分放電測定器を制御するソフトウェアがインストールされています。測定データの解析やモニタリングを行うことができます。

ロゴスキーセンサ
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製品構成

MS Pico収容ケース MS Pico収容ケース
(ケースを開いた状態)

収容ケース内には、主に以下が含まれます。
・MS Pico本体 1台
・HFCTセンサ 3台
・同軸ケーブル(HFCTセンサ用) 3本
・保護モジュール 4個
・基準電圧セット(トランス+ケーブル＋変換コンセント 1式
・ロゴスキーセンサ 1台
・電源ケーブル(AC電源アダプタ,USB変換ケーブル) 1本
・通信ケーブル(USB A-USB B) 1本
・キャリブレータ 1台
・キャリブレーション用ケーブル 2本
・BNC-バナナプラグ交換コネクタ 1個
・同軸ケーブル(MS Pico-キャリブレータ間) 1本
※制御用/解析用PCが別途必要です。
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製品外観・寸法

各部名称

１ PD1 部分放電チャンネル

２ PD2 部分放電チャンネル

３ PD3 部分放電チャンネル

４ VR 基準電圧チャンネル

５ Ext 入力トリガーチャンネル

６ Gen 信号発生器

７ 接地線接続端子

８ USB3.0通信ポート

９ 5VDC電源ポート
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技術仕様
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